
＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅰ
》	  

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

第
二
問

�
�

第
二
段
落　

ア
メ
リ
カ
人
や
イ

�
�

第
三
段
落　

と
こ
ろ
で
、
動
物

�
�

第
四
段
落　

虹
の
場
合
、
太
陽

�
�

第
五
段
落　

そ
こ
で
、
英
語
を

■
配
点　

第
一
問　

各
4
点　
　

第
二
問　

各
5
点

◆
解
説

第
一
問

�

⑴��

主
語
が
「
私
は
」
に
対
し
て
、述
語
が
「（
切

れ
目
な
く
）
連
続
し
て
い
る
」
で
は
、
主
語
と

述
語
が
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

�

⑵��

直
前
の
内
容
を
指
し
て
い
る
の
で
、「
こ
の

よ
う
に
」。

�

⑶��

分
解
す
る
目
的
語
が
「
太
陽
光
線
」
な
の
で
、

目
的
格
の
「
を
」。

�

⑷��

「
虹
は
七
色
だ
と
覚
え
」
と
「
そ
れ
が
客
観

的
な
事
実
だ
と
思
い
込
む
」
は
同
時
に
起
こ
る

の
で
、
添
加
の
「
し
か
も
」。

�

⑸��

「
太
陽
光
線
が
～
（
水
滴
に
）
あ
た
り
」
が

主
語
と
述
語
で
、次
の
「
水
滴
」
が
「（
働
き
を
）

し
て
」
の
主
語
に
当
た
る
の
で
、「
～
あ
た
り
」

の
後
で
切
れ
ま
す
。

第
二
問

�
�

段
落
分
け
は
論
理
展
開
か
ら
。

�
��

第
一
段
落
は
日
本
で
虹
は
七
色
だ
と
い
う
こ
と
。

�
��

第
二
段
落
は
「
ア
メ
リ
カ
人
や
～
」
か
ら
で
、

英
語
を
使
う
人
々
は
虹
が
六
色
だ
と
言
う
人
が
多

い
と
い
う
こ
と
。

�
��

「
と
こ
ろ
で
、
動
物
」
か
ら
話
題
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
第
三
段
落
だ
と
分

か
り
ま
す
。
動
物
の
鳴
き
声
は
連
続
し
て
い
る
と

い
う
話
で
、
そ
れ
を
言
語
で
表
す
と
き
は
、
言
語

に
よ
っ
て
切
り
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
。

�
��

第
四
段
落
は
「
虹
の
場
合
」
か
ら
。
こ
こ
か
ら

動
物
の
鳴
き
声
の
話
で
は
な
く
、
虹
の
連
続
す
る

光
の
色
を
言
葉
で
表
す
に
は
、
特
定
の
数
に
区

切
っ
て
色
彩
を
表
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

�
��

最
終
段
落
は
、「
そ
こ
で
、
英
語
を
」
か
ら
で
、

国
に
よ
っ
て
切
り
取
り
方
が
異
な
り
、
日
本
で
は

親
子
代
々
七
色
と
決
ま
っ
て
い
て
、
い
つ
の
間
に

か
私
た
ち
は
そ
れ
が
客
観
的
な
事
実
だ
と
思
い
込

む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅱ
》	  

論
理
的
読
解
力
Ａ �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　

代
助
の
眼
は

第
二
問　

⑴　

オ　
　

⑵　

イ　
　

⑶　

ア

�
�
�
�

⑷　

エ　
　

⑸　

ウ　
　

⑹　

カ

第
三
問　

イ 

→ 

エ 

→ 

ア 

→ 

オ 

→ 

ウ

第
四
問　

B　

エ　
　

C　

オ　
　

D　

ア

�
�
�
�

E　

イ　
　

F　

ウ

第
五
問

�
��

地
位
や
名
誉
を
第
一
に
考
え
る
兄
に
は
、
す
べ

て
を
捨
て
て
も
愛
に
生
き
る
こ
と
な
ど
理
解
で
き

な
い
と
思
っ
た
か
ら
。

第
六
問

�
��

親
か
ら
の
お
金
が
た
た
れ
た
今
、
三
千
代
と
の

生
活
の
た
め
に
何
よ
り
も
お
金
を
稼
が
な
く
て
は

い
け
な
く
な
っ
た
か
ら
。

■
配
点　

第
一
問　

６
点　
　

第
二
問　

各
１
点

	
	
	
	

第
三
問　

６
点　
　

第
四
問　

各
２
点

	
	
	
	

第
五
問　

６
点　
　

第
六
問　

６
点

◆
解
説

�
��

漱
石
の
「
そ
れ
か
ら
」
と
い
う
小
説
の
一
場
面

で
す
。
最
低
限
の
情
報
が
問
題
文
の
前
に
与
え
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
頭
に
置
く

こ
と
。
時
代
は
明
治
末
で
、
現
在
の
価
値
観
と
は

異
な
る
点
が
あ
る
。
こ
の
時
代
は
姦
通
罪
が
制
定

さ
れ
て
い
て
、
不
倫
は
罪
と
さ
れ
て
い
た
。

第
一
問

�
��

欠
落
文
「
そ
れ
が
二
尺
余あ

ま
りに

な
っ
て
も
」
の
指

示
語
「
そ
れ
が
」
に
着
目
。「
二
尺
余
」
に
な
っ

た
の
は
何
か
と
考
え
る
と
、「
手
紙
は
細
か
い
字

で
書
い
て
あ
っ
た
。
一
行
二
行
と
読
む
う
ち
に
、

読
み
終
っ
た
分
が
、
代
助
の
手
先
か
ら
長
く
垂
れ

た
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
手
紙
」
で
あ
る
と
分

か
り
ま
す
。
平
岡
か
ら
代
助
の
父
親
に
ず
い
ぶ
ん

長
い
手
紙
が
届
い
た
の
で
す
。

第
二
問

�

⑴��

直
前
に
「
複
雑
な
経
過
を
」
と
あ
り
ま
す
。

代
助
は
そ
れ
を
一
言
で
簡
単
に
返
答
で
き
な
い

の
で
、
黙
っ
て
い
た
の
で
す
。

�

⑵�

比
喩
で
す
。「
重
い
」
か
ら
、「
鉄
」。

�

⑶��

言
葉
自
体
が
古
め
か
し
い
の
で
、
難
し
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
場
合
は
、

文
脈
か
ら
推
測
す
る
か
、
消
去
法
で
選
択
肢
を

絞
り
込
み
ま
す
。「
了
見
」
と
は
、考
え
の
こ
と
。

�

⑷��

代
助
は
「
複
雑
な
経
過
」
を
ず
っ
と
返
答
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
依
然
」。

�

⑸��

兄
の
セ
リ
フ
で
、
こ
ん
な
不
始
末
を
仕
出
か

す
な
ら
ば
、
今
ま
で
代
助
の
た
め
に
多
く
の
金

を
使
っ
た
「
甲
斐
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
。「
甲

斐
」
と
は
、
そ
れ
だ
け
の
値
打
ち
の
こ
と
。

�

⑹��

比
喩
。
こ
の
と
き
の
代
助
の
答
え
る
様
子
を

た
と
え
た
も
の
。
直
後
に
「
た
だ
遠
い
所
を
見

る
眼
を
し
て
」
か
ら
、「
夢
」。

第
三
問

�
�

兄
の
言
い
分
を
論
理
の
順
番
に
組
み
立
て
ま
す
。

�
��

「
分
か
ら
な
い
男
」
が
話
題
で
す
が
、
ア
イ
エ

が
代
助
の
こ
と
で
、
ウ
オ
が
一
般
論
。
そ
こ
で
、

ど
ち
ら
が
先
に
来
る
か
を
考
え
る
と
、（　

Ａ　

）

の
直
後
の
「
そ
れ
」
は
一
般
論
を
指
し
て
い
る
の

で
、
ア
イ
エ
の
グ
ル
ー
プ
が
先
に
来
ま
す
。

�
��

ア
イ
エ
の
順
番
で
す
が
、
冒
頭
に
来
る
の
は
、

話
題
を
最
初
に
提
示
し
た
イ
。そ
れ
を
エ
逆
接「
そ

れ
で
も
」
で
受
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
逆
接
の
ア

で
、「
お
れ
も
諦
ら
め
て
し
ま
っ
た
」。
こ
こ
ま
で

が
代
助
の
こ
と
で
、
次
に
そ
れ
を
一
般
化
し
て
い

ま
す
。ウ
と
オ
の
順
番
は
、ウ
が
オ
の
理
由
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
→
ウ
。

第
四
問

�

Ｂ	　

直
後
の
「
ま
た
」
に
着
目
。
エ
「
弁
解
が
あ

る
な
ら
」
と
、
直
後
の
「
根
拠
の
あ
る
事
実
な

ら
」
が
並
列
関
係
。

�

Ｃ	　

直
前
の
「
生
涯
代
助
に
は
逢
わ
な
い
」
か
ら
、

オ
。

�

Ｄ　

兄
が
大
声
で
言
っ
た
セ
リ
フ
な
の
で
、
ア
。

�

Ｅ	　

直
前
の
「
陰
で
親
の
名
誉
に
関
わ
る
様
な
悪

戯
を
し
て
い
る
」
に
つ
な
が
る
の
は
、
イ
。

�

Ｆ	　

兄
の
最
後
の
捨
て
ゼ
リ
フ
だ
か
ら
、
ウ
。

第
五
問

�
��

代
助
は
兄
の
質
問
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
返
答

し
て
い
ま
せ
ん
。
兄
が
地
位
や
名
誉
を
重
ん
じ
る

の
に
対
し
て
、
代
助
は
「
彼
は
彼
の
頭
の
う
ち
に
、

彼
自
身
に
正
当
な
道
を
歩
ん
だ
と
い
う
自
信
が

あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
で
満
足
で
あ
っ
た
。
そ
の
満

足
を
理
解
し
て
く
れ
る
も
の
は
三
千
代
だ
け
で

あ
っ
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
位
や
名
誉
よ
り

も
純
粋
な
愛
を
選
ん
だ
の
で
す
。
そ
う
し
た
代
助

の
考
え
は
、
父
や
兄
に
は
到
底
理
解
で
き
な
い
も

の
で
し
た
。
①
兄
は
「
地
位
」「
名
誉
」
を
重
ん

じ
る
、
②
代
助
は
愛
を
重
ん
じ
る
、
③
代
助
の
考

え
は
兄
に
は
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
、
の
三
点
が

ポ
イ
ン
ト
。

第
六
問

�
��

代
助
は
、
本
家
か
ら
も
ら
う
金
で
今
ま
で
裕
福

な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
が
、
今
後
は
、
親
か
ら
勘

当
さ
れ
、
一
切
の
援
助
を
も
ら
う
こ
と
が
出
来
な

く
な
っ
た
た
め
、
三
千
代
と
の
生
活
の
た
め
に
は

金
が
必
要
に
な
っ
た
。　

線
部
の
「
ち
ょ
っ
と
職

業
を
探
し
て
来
る
」
か
ら
、
そ
れ
が
判
断
で
き
る
。

測　
　
　

定　
　
　

す　
　
　

る　
　
　

能　
　
　

力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力
Ａ

論
理
的
読
解
力
Ｂ

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
た
り
、

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
を
論
理
的
に
読
む

力
。

趣
旨
を
的
確
に
把
握
す
る

力
。
小
説
な
ど
を
客
観
的

に
読
む
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定　

レ
ベ
ル
10　
　

２
０
１
５
年
度　

第
１
回　

解
答
と
解
説

⑴
行数
10�

行
目

（
11
）

誤

私
は
人
間
の
～
連
続
し
て
い
る
。

正

連
続
し
て
い
る
と
考
え
る
。

別
解
「
私
は
」
を
削
除

⑵
行数
５�

行
目
誤

あ
の
よ
う
に

正

こ
の
よ
う
に

⑶
行数
９�

行
目
誤

太
陽
光
線
が

正

太
陽
光
線
を

⑷
行数
16�

行
目
誤

し
た
が
っ
て

正

し
か
も

⑸
行数
９�

行
目
誤

あ
た
り
水
滴
が
、

正

あ
た
り
、
水
滴
が



＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅲ
》	  

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

�

⑴　

他
者
に
・
の
で

�

⑵　

意
味
の
・
必
要
で
あ
る

第
二
問

�

⑴　

平
安
時
代
の
物
語
の
作
者
は
女
房
で
あ
る
。

�

⑵　

忘
れ
る
こ
と
に
お
い
て
個
人
差
は
な
い
。

第
三
問

�

⑴　

絶
体
絶
命
の
危
機
だ
。

�

⑵　

彼
は
理
路
整
然
と
話
す
。

第
四
問

�

⑴��

君
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
描
か
れ
た
も
の
は
山
の

生
命
を
捉
え
て
い
な
い
、
単
な
る
線
と
面
の
集

ま
り
に
過
ぎ
な
い
こ
と
。

�

⑵��

実
際
に
生
き
て
い
る
一
羽
の
大
鷲
以
上
に
、

山
が
生
命
感
溢
れ
る
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
。

■
配
点　

第
一
問　

各
４
点　
　

第
二
問　

各
４
点

	
	
	
	

第
三
問　

各
４
点　
　

第
四
問　

各
８
点

◆
解
説

第
一
問

�

⑴�　
「
高
学
歴
だ
が
自
分
で
考
え
て
判
断
で
き
な

い
指
示
待
ち
人
間
が
増
え
て
い
る
。」
が
一
文
。

�

⑵�　
「
漢
字
を
た
だ
書
け
る
か
だ
け
で
は
な
く
言

葉
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
が

一
文
。

第
二
問

�
��

助
詞
・
助
動
詞
を
自
立
語
に
つ
け
て
、
ま
ず
文

節
を
作
り
ま
す
。
次
に
、
そ
の
文
節
を
並
べ
か
え

て
、
一
文
を
作
成
し
ま
す
。

�

⑴��

「
作
者
は
」「
平
安
時
代
の
」「
女
房
で
」「
あ

る
」「
物
語
の
」
が
文
節
。「
作
者
は
」→「
あ
る
」

が
主
語
と
述
語
で「
平
安
時
代
の
」→「
物
語
の
」

→「
作
者
は
」、「
女
房
で
」→「
あ
る
」
と
つ
な

が
り
ま
す
。

�

⑵�　
「
忘
れ
る
こ
と
に
お
い
て
」「
個
人
」「
差
は
」

「
な
い
」
と
、
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

自
ず
と
答
え
は
見
え
て
き
ま
す
。

第
三
問

�
��

四
字
熟
語
を
、
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
連
想

で
き
た
か
ど
う
か
。

�

⑴　
「
絶
体
絶
命
」「
危
機
」
が
分
か
っ
た
か
。

�

⑵　
「
理
路
整
然
」
が
分
か
っ
た
か
。

第
四
問

�

⑴�　
「
そ
れ
は
い
わ
ば
自
然
の
影
絵
」な
の
で
、「
そ

れ
」
の
指
示
内
容
を
つ
か
ま
え
た
ら
、
直
前
の

「
自
分
が
満
足
だ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
」。「
具
体

的
」
と
い
う
条
件
か
ら
、
今
「
君
」
が
ス
ケ
ッ

チ
帳
に
写
そ
う
と
し
た
山
の
姿
だ
と
分
か
る
。

�
�
��

な
ぜ
そ
れ
が
「
影
絵
」
な
の
か
と
い
う
と
、

山
は
「
寛
大
と
希
望
と
を
象
徴
す
る
よ
う
な
一

つ
の
生
き
た
塊
的
」で
あ
る
の
に
対
し
、ス
ケ
ッ

チ
帳
の
画
は
「
な
ん
の
表
情
も
持
た
な
い
線
と

面
と
の
集
ま
り
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
。

�

⑵��

　
　

線
部
②
の
「
こ
の
生
物
」
と
は
、
一
羽

の
大お
お

鷲わ
し

、
そ
れ
が
な
ぜ
死
物
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
と
い
う
と
、
直
前
に
「
山
が
物
言
わ
ん
ば

か
り
に
生
き
て
い
る
と
見
え
る
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
山
の
生
命
感
と
比
べ
れ
ば
、
生
き
て
い

る
大
鷲
で
さ
え
死
物
に
見
え
る
か
ら
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅳ
》	  

論
理
的
読
解
力
Ｂ �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　

Ｄ 

→ 

Ａ 

→ 

Ｃ 

→ 

Ｂ

第
二
問　
（
僕
の
「
話

第
三
問	　

小
説
の
価
値
を
決
め
る
も
の
は
何
か
と
い

う
問
題
。

第
四
問	　

デ
ッ
サ
ン
よ
り
も
色
彩
に
生
命
を
託
し
た

画

第
五
問　

⑴　

ケ　
　

⑵　

イ　
　

⑶　

キ

�
�
�
�

⑷　

オ

第
六
問　

イ
・
オ

第
七
問　

⒜　

ウ　
　

⒝　

オ　
　

⒞　

ア

�
�
�
�

⒟　

エ　
　

⒠　

イ

■
配
点　

第
一
問　

６
点　
　

第
二
問　

４
点

	
	
	
	

第
三
問　

４
点　
　

第
四
問　

４
点

	
	
	
	

第
五
問　

各
２
点　
　

第
六
問　

各
２
点

	
	
	
	

第
七
問　

各
２
点

◆
解
説

第
一
問

�
��

各
段
落
の
冒
頭
を
検
討
す
る
と
、
Ａ
に
は
「
し

か
し
」、
Ｂ
に
も
接
続
語
が
最
初
に
来
る
の
で
、

Ｃ
か
Ｄ
か
ら
始
ま
る
と
分
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、

Ｃ
に
「
僕
は
三
度
繰
り
返
せ
ば
」
と
あ
る
限
り
、

Ｃ
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

Ａ
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�
��

Ａ
の
冒
頭
の
「
し
か
し
」
に
着
目
す
る
と
、
Ｄ

が
小
説
の
大
抵
は
「
話
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

Ａ
の
冒
頭
が
、「
小
説
の
価
値
を
定
め
る
も
の
は

決
し
て
「
話
」
の
長
短
で
は
な
い
」
と
、
逆
接
で

つ
な
が
る
の
で
、
Ｄ
→
Ａ
と
い
う
順
番
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
、
筆
者
は
「
話
」
の
な
い
小
説
が
最

上
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
小
説
も

存
在
し
得
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

�
��

さ
て
、
次
に
Ｂ
か
Ｃ
か
で
す
が
、
Ｂ
の
冒
頭
の

「
こ
う
い
う
小
説
」
は
、
Ｃ
の
末
尾
「
こ
う
い
う

画
に
近
い
小
説
」
を
指
し
て
い
る
の
で
、
Ｃ
→
Ｂ

と
な
り
ま
す
。

第
二
問

�
��

欠
落
文
の
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
を
、
Ｄ
か
ら

探
し
出
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
そ
れ
」
は
小
説

以
外
の
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
、「
デ
ッ
サ
ン

の
な
い
画
は
成
り
立
た
な
い
」
の
直
後
に
入
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
デ
ッ
サ
ン
の
な
い
画
が
成
り

立
た
な
い
よ
う
に
、「
話
」
の
な
い
小
説
も
成
り

立
た
な
い
と
い
う
こ
と
。

第
三
問

�
��

「
文
中
の
語
句
を
用
い
て
」
と
い
う
条
件
が
あ

る
と
き
は
、
該
当
箇
所
を
抜
き
出
し
、
変
形
し
ま

す
。
冒
頭
の
「
小
説
の
価
値
を
定
め
る
も
の
」
が

何
な
の
か
、
傍
線
①
は
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を
指

し
て
い
ま
す
。

第
四
問

�
��

指
示
語
の
問
題
で
す
。
ど
の
よ
う
な
画
か
と
い

う
と
、
前
に
あ
る
「
デ
ッ
サ
ン
よ
り
も
色
彩
に
生

命
を
託
し
た
画
」
を
指
し
て
い
ま
す
。

第
五
問

�
�

選
択
肢
が
多
い
分
だ
け
、
難
問
と
言
え
ま
す
。

�

⑴�　

評
価
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
意
味
だ
か
ら
、

ケ
「
埒
外
」。

�

⑵�　

こ
こ
は
謙
遜
し
て
い
る
の
で
、イ
「
寡
聞
（
見

聞
が
狭
い
こ
と
）」。

�

⑶�　
「
話
」の
上
に
立
っ
て
い
る
詩
な
の
で
、キ「
叙

事
」。

�

⑷�　

セ
ザ
ン
ヌ
が
「
画
」
の
破
壊
者
で
あ
り
、
ル

ナ
ア
ル
が
「
小
説
」
の
破
壊
者
で
あ
る
か
ら
、

オ
「
小
説
」。

第
六
問

�
��

『「
話
」
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
』
の
例
と
し
て
、

筆
者
は
イ
「
ル
ナ
ア
ル
の
小
説
」
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
れ
を
段
落
Ｃ
で
、「
通
俗
的
興
味
の

な
い
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、最
も
純
粋
な
小
説
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
オ
が
答
え
。

第
七
問

�
�

接
続
語
と
副
詞
の
問
題
。

�

ａ　

話
題
の
転
換
「
で
は
」。

�

ｂ	　
「
話
」
ら
し
い
話
が
な
い
小
説
を
、（　

ｂ　

）

の
直
前
で
「
詩
に
近
い
」
と
し
、
そ
れ
と
同
時

に
、
直
後
で
「
小
説
に
近
い
」
と
述
べ
て
い
る

の
で
、
添
加
の
「
し
か
も
」。

�

ｃ	　

直
後
の
「「
話
」
の
あ
る
小
説
に
も
勿
論
尊

敬
を
表
す
る
」
の
理
由
が
、
空
所
直
前
な
の
で
、

因
果
（
順
接
）
の
「
従
っ
て
」。

�

ｄ　
「
も
し
～
す
れ
ば
」
と
、
仮
定
。

�

ｅ	　

直
前
の
「
僕
等
の
家
に
い
る
猫
に
も
や
は
り

愛
着
を
感
ず
る
」
に
対
し
て
、
直
後
で
そ
れ
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
い
る
か
ら
、
逆
接
の
「
し
か

し
」。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅴ
》	  

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答
例

�
��

私
た
ち
は�

教
科
書�

で
習
っ
た
歴
史
的
事
実
を

真
実
だ
と
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
必

ず
し
も
真
実
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

�
��

な
ぜ
な
ら
、
歴
史
と
は
過
去
の
こ
と
で
あ
り
、

誰
も
実
際
見
聞
し
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
一
人
の

人
間
が
全
体
を
俯
瞰
す
る
こ
と
も
不
可
能
だ
か
ら

だ
。

�
��

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
歴
史
学
者
が
依
拠
す
る

史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
、
時
の
政
権
が
簒さ
ん

奪だ
つ

し
た
権

力
を
正
当
化
す
る
た
め
に
作
成
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
だ
。

�
��

い
つ
の
時
代
も
時
の
権
力
者
に
よ
っ
て
歴
史
は

塗
り
替
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
教
科

書
で
習
っ
た
歴
史
的
事
実
は
必
ず
し
も
歴
史
的
真

実
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

◆
解
説

�
��

自
分
の
考
え
を
自
由
に
述
べ
る
の
で
は
な
く
、

選
択
肢
の
語
句
の
論
理
的
関
係
を
考
え
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
論
理
的
な
文
章
を
書
け
る
か
ど
う
か
、

論
理
力
を
試
す
問
題
で
す
。

�
��

「
話
題
」
は
「
歴
史
の
虚
偽
性
」
で
、「
参
考
文
」

が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
��

①
「
教
科
書
」
に
書
か
れ
た
も
の
は
、「
参
考
文
」

か
ら
、「
歴
史
的
真
実
」
だ
と
は
限
ら
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
学
者
は
史
料
に
基
づ
い
て

歴
史
を
書
く
の
で
す
が
、
そ
の
「
史
料
」
は
「
権

力
」
を
「
正
当
化
」
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
人
間
が
歴
史
全
体
を
「
俯
瞰
」

す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
だ
と
分
か
り
ま
す
。

�
��

五
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
、

大
切
で
す
。

�
��

あ
と
は
、
原
稿
用
紙
の
表
記
に
従
っ
て
、
正
確

な
日
本
語
が
書
け
る
か
ど
う
か
で
す
。


